
認知グループ 1      平成 27 年度 第 1回  議事録 

【年間テーマ:抑制を少しでも減らせるようにする】 

平成 27 年 4 月 17 日提出 

日付 平成 27 年 4 月 11 日（土） 

場所     セントラーザ博多           記録者名：下木原好実 

出席者 

（敬称略） 

金隈病院 

宇都宮千穂 

北九州古賀病院 

永野聡子 

北九州古賀病院 

大野美智子 

北九州津屋崎病院 

吉田千鶴美 

 

 

新小倉病院 

河野順子 

新小倉病院 

西耕一 

津屋崎病院 

大塚ようこ 

戸畑けんわ病院 

三口賢治 

松尾内科病院 

笠陽子 

原土井病院 

下木原好実   

テーマ 困っていること、年間計画 

結論 

・拘縮している患者に使用しているミトンを廃止したい 

・転倒予防のために柵を結んだり、4本柵を使用している 

・立ち上がる患者の転倒予防の為にオーバーテーブルを使用している 

・ミトンを外す方法、ミトン使用者を減らしたい 

・各病院で 3本柵、4本柵のルールが違う 

・夜間のことを考えて、日中オーバーテーブルを使用して起こしている時間が多  

    く患者に苦痛 

・オムツ外しをする方の手をタオルで巻いたりしている 

・認知症の理解。なぜそういう行動をとるのかアセスメントしていく 

決定事項 

年間目標:「抑制を少しでも減らせるようにする」 

6 月:4 本柵について、センサーコールが抑制になるのか 

8 月:4 本柵について、センサーコールが抑制になるのか 

10 月:オーバーテーブルについて 

12 月:ミトンについて 

2 月:抑制を減らすことができたか 

備考 
各病院の抑制の基準を持ち寄る 

実際の病院全体の抑制状況を調べてくる 

次回討論項

目 
どこまでが抑制か・4本柵について・センサーコールが抑制になるのか 

 

抑制廃止とケアの質を高める会 事務局 
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